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珍注 αηのところで「″≧2」 となっているのは,式中にη-1が出てくるためです.π -1があるとき
はπ≧2と する例はこれまでもたびたび登場しています ″≧2と して計算し,最後にπ=1の ときも成
立することを確認しているのです

″注 これらの解法を見ると「これは単なる予想じゃないのかJと 思うかもしれませんが,α″の形を予想
したのではなく,漸化式を繰り返し用いて,の =の計算をそのまま継続しただけなので問題ありません
しかしながら,次のようにαl,α2, ,と 下から計算を上っていくと,確かにイメージしやすいですが
「予想っぽい」感じがするので避けたほうが無難でしょう
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さて, より直接的に解答したい場合は,次の 解法②  に従ってください おそらく参考書などの模範

解答は 解法② だと思います

解法② αηにはれがらみの式,απ+1にはη+ 1が らみの式を対応させる.

①   (1)欲 場+1=(″ +1)απの両辺 を
″(π +1)で害」ると,

οπ=子 とおくと,②は,ο″+1=Oηとなり,数
列{ο″}が一定の値であることを表しているので,
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珍注 απ+1に πが,α″にη+1が それぞれ対
応しているので,π とπ+1を入れ換えるために両
辺をπ(η +1)で害」ったのです そうすることで ,
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αη.1に ″+1が ,αηにκが対応することにな り

(② の式),う まく置き換えできたわけです.

(2)滋π+1=(η +2)απの両辺を
π(22+1)(π +2)で割る と,
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たかと思うのですが,右辺部
`2の
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そのままη+1に置き換えても,左辺部に等しくな
いので失敗です

式の左辺部と右辺部がうまく″をπ+1に置き換

えた形になるように,う まく両辺を害」る必要があり

ます.

´注 解法②  に共通する考え方は,こ れまで
にもたびたび登場しています

例えば,  Type ⑤  の , α″ 1==2απ―卜3η と

いう漸化式を解 く際,両辺を 32+1で 割って ,
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と変形したのは,α″■1に 3η
+1を
,αηにン を対応

させたかったためです

また,Type ⑥ の,απ+1=3αη+勿 とい
う漸化式を解く際,理想的な形
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熟    ―  αη+1+,(π +1)+9=3(αη■pη +9)

と変形したのも,αη.1に ,(π +1)+9を ,αηに
pπ +cを対応させたかったためです
このように, α2には 27が らみの式,αη+1に は

π+1がらみの式を対応させるという方法|ま ,と て

も重要な考え方で,漸化式のあらゆる場面で登場し

ます.

参考までにもう一問 これも害」とよく登場する有

名問題です

考え方 先ほどの国 とよく似ていますが,末

尾に定数 +1が存在すると,残念ながら, 解法①

では無理で, 解法② でしか解けません 両辺を
何かで割るのですが,さて何で害」りましょうか?

①  両辺を″(π +1)で害」ると,
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①においてη=1とすると,鈍 =2-:=1と
なり,ιl=1に一致する
よって,② はπ≧1で成立する

αη=励η=2π -1
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珍注 分数型のΣ計算は,部分分数に分けて縦
書きするのでした これはもう大丈夫ですね


